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【調査研究・研修の概要】 

・広島と長崎の反核市民団体が連帯して実行委員会を結成し、準備におよそ 2 年をかけ、2015 年 11 月 21 日か

ら 23 日まで、『広島・長崎被曝 70 周年 核のない未来を！世界核被害者フォーラム』の広島開催を実現した。 

・参加者は 3 日間で延べ 16 か国 1,115 名となった。 

・世界 50 カ所に及ぶ核被害の状況を伝えるドイツ IPPNW 原作の「世界のヒバクシャポスター展」を翻訳し、

会場で展示し、116 ページの翻訳冊子としても刊行した。 

・被爆しない権利、生きる権利、等しく救済されるべき権利のために「広島宣言 世界核被害者人権憲章」を採

択し、「核と人類は共存できない」ことを世界に宣言した。 

【調査研究・研修の経過】 

・2015 年 5 月 23 日：【第３回プレ企画開催】講演：浦田賢治さん（早稲田大学名誉教授）、テーマ： ＜戦後 70 

年、ヒロシマ・ナガサキを捉え直す――「グローバル・ヒバクシャ」の視点から読む国際法と日本国憲法＞ 

・2015 年 8 月 6 日：【第４回プレ企画開催】シンポジウム「2015 国際対話集会反核の夕べヒロシマ」、 

テーマ：＜世界核被害者フォーラムで何を目指すか～核被害の原点から～＞ 

・2015 年 10 月 16 日：【第５回プレ企画開催】イレーヌ・スキャリー ハーバード大教授講演会、 

講演テーマ＜民主主義と核兵器は共存できない＞ 

・2015 年 11 月 21 日～23 日：世界核被害者フォーラム開催 

・2016 年 2 月 20 日：【ポスト共同企画開催】シンポジウム「核と人類―フクシマ後に考える」、 

講師：アーニー・ガンダーセン、メアリー・オルソン、スティヴ・リーパー 

・2016 年 2 月 22 日：【ポスト共同企画開催】ヴラディーミル・チェルトコフ監督講演及び「真実はどこに？」

上映会＜チェルノブイリとフクシマ 国際原子力機関の犯罪を告発する！＞ 

・2016 年 3 月 23 日：【ポスト共同企画開催】イラク湾岸戦争 25 周年イラク・シリア写真展及びシンポジウム

＜劣化ウラン被害と現況を考える＞ 

【今後の展望など】 

・世界核被害者フォーラムについての報告集を作成、刊行する。3日間の37人によるプレゼテーションと討論の

全容を収録すべく、現在取り組み中。報告集は2016年11月を目途に出版する。 

・「世界核被害者ネットワーク・プロジェクト（仮称）」として新たに事務局体制を編成し国際メーリングリス

ト、情報共通フォルダの設置などに取り組んでいく。 

・当面はフォーラムの成果と各地からの新たな情報を集約・蓄積するファイル共有フォルダのオンラインサービス

を導入し、情報センターの役割ができるようにする。 
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聘者旅費滞在費４人分、国内ゲスト滞在費 23人 4,163 400 100 3,663 
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 ・「世界核被害者フォーラム」 http://www.fwrs.info/ 

 ・IPPNW(核戦争防止国際医師会議)ポスター展『世界のヒバクシャ』2015 年 11 月 21 日発行 
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